
新
報
国
製
鉄
　
　

創
立

周
年

低
熱
膨
張
合
金
で
世
界
最
先
端
へ

﹁
質
の
高
い

億
円
企
業
﹂目
指
す

　
新
報
国
製
鉄
︵
本
社
・
埼
玉
県
川
越
市

社
長
・
成
瀬

正
氏
︶
が

日

創
立

周
年
を
迎
え
た

半
導
体
製
造

装
置

液
晶
・
有
機
Ｅ
Ｌ
製
造
装
置

各
種
ウ
エ
ハ
用
精

密
研
磨
定
盤
な
ど
に
使
わ
れ
る
低
熱
膨
張
合
金
︵
イ
ン
バ


合
金
︶
や
継
目
無
鋼
管
用
工
具
︵
穿
孔
プ
ラ
グ
︶
で
知

ら
れ
る
同
社
は

ど
ん
な
変
遷
を
経
て
き
た
の
か

駆
け

足
で
辿

て
み
る


耐
極
寒
イ
ン
バ

合
金﹁
Ｉ
Ｃ
│
Ｌ
Ｔ
Ｘ
﹂

は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
計
画
の
超
小
型
実

験
機
に
も
採
用

　
同
社
の
ル

ツ
は

レ
ア
ア


ス
大
手
の
三
徳
︵
本
社
・
神

戸
市
︶
と
同
様
に
三
徳
工
業
時

代
に
遡
る

三
徳
工
業
の
一
事

業
部
門
と
し
て
川
越
工
場
が
設

立
さ
れ
た
の
は
１
９
３
９
年

︵
昭

︶
で

高
速
度
鋼
を
製

造
す
る
軍
需
工
場
と
し
て
事
業

基
盤
を
固
め
た

年︵
昭

︶


月

日
に
川
越
工
場
は
報
国

製
鉄
︵
富
山
市
︶
と
合
併
し


新
報
国
製
鉄
が
誕
生

そ
れ
以

降


年
の
富
山
工
場
の
分
離

売
却
な
ど
を
経
て

川
越
の
地

で

年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

た


　
戦
後
の
主
力
商
品
は
製
鉄
所

向
け
焼
結
機
用
グ
レ

ト
バ



鋳
鋼
網

継
目
無
鋼
管
用

工
具
な
ど
と
変
遷
し
て
き
た


日
本
製
鉄

山
陽
特
殊
製
鋼
向

け
中
心
の
継
目
無
鋼
管
用
工
具

は
今
も
主
力
商
品
だ
が

現
在

売
上
高
の
大
半
を
占
め
る
の
は

低
熱
膨
張
合
金
だ

顧
客
の
求

め
る
特
性
に
合
わ
せ
て
熱
膨
張

係
数
な
ど
を
調
整
す
る
技
術
力

に
加
え

熱
膨
張
・
ヤ
ン
グ
率

・
低
温
安
定
性
・
耐
食
性
・
経

年
変
化
の
全
て
で
世
界
最
高
水

準
を
備
え
る

究
極
の
ゼ
ロ
イ

ン
バ


な
ど
世
界
最
先
端
の

開
発
力
を
強
み
に
し
て
い
る


　
独
自
技
術
に
よ
る
低
熱
膨
張

合
金
に
せ
よ
ス
ラ
グ
精
錬
に
せ

よ

ニ

チ
な
開
発
型
合
金
メ


カ


と
し
て
の
技
術
基
盤

を
築
い
た
の
は
昭
和
時
代
で
あ

り

平
成
時
代
は
そ
の
技
術
基

盤
の
発
展
期
に
当
た
る

た
だ

同
社
に
と

て
平
成
は
苦
難
の

時
代
で
も
あ

た


　
同
社
が
事
業
買
収
に
よ

り
連
結
子
会
社
﹁
山
本
重

工
業
﹂︵
三
重
県
川
越
町
︶

を
設
立
し
た
の
は
２
０
０

０
年
８
月

低
熱
膨
張
合

金
や
特
殊
鋳
鋼
品
事
業
を

拡
大
す
る
た
め
の
買
収
だ


た

そ
の
山
本
重
工
業

に
新
報
国
製
鉄
グ
ル

プ
の
鋳

鋼
生
産
拠
点
を
集
約
し
た
の
が


年
末

リ

マ
ン
シ


ク

後
の
半
導
体
・
液
晶
製
造
装
置

需
要
の
急
減
で


年

月
期

の
連
結
売
上
高
は
前
年
度
の


億
円
か
ら

億
円
に
急
低
下


需
要
の
早
期
回
復
は
期
待
で
き

ず
本
社
の
鋳
鋼
工
場
の
閉
鎖


山
本
重
工
業
へ
の
鋳
鋼
生
産
集

約
な
ど
緊
急
合
理
化
策
を
断
行

し

会
社
存
亡
の
危
機
を
切
り

抜
け
た

そ
の
後

本
社
の
鋳

鋼
工
場
跡
地
は
再
開
発
で
財
務

基
盤
の
支
え
と
な
り

山
本
重

工
業
は

年
の
完
全
子
会
社

化


年
の
社
名
変
更
︵
新
報

国
製
鉄
三
重
︶

年
の
吸
収

合
併
を
経
て

新
報
国
製
鉄
の

三
重
工
場
と
な

て
い
る


　
抜
本
的
な
構
造
改
革
を
経

て
損
益
分
岐
点
を
引
き
下
げ


不
況
対
応
力
を
高
め


年


月
期
連
結
決
算
で
は

年
ぶ
り

に
過
去
最
高
益
を
更
新
し

翌

期
︵
単
独
決
算
に
移
行
︶
も
最

高
益
を
更
新
す
る
ま
で
業
績
は

回
復
し
た

こ
の
間
に

三
重

工
場
に
国
内
最
大
の
ク
ラ
イ
オ

槽
︵
６
０
０
×
２
５
０
０
×
３

千

︶
を
設
置
し

液
体
窒
素

を
用
い
る
ク
ラ
イ
オ
処
理
︵
深

冷
処
理
︶
を
活
用
す
る
な
ど
し

て

相
次
ぎ
世
界
最
高
水
準
の

低
熱
膨
張
合
金

も
開
発
し
た



年
１

６
月

期
単
独
決
算

は

半
導
体
関

連
の
設
備
投
資

が
調
整
局
面
に

入
り
減
収
減
益

だ
が

売
上
高

経
常
利
益
率
は


％
台
を
維
持

し
て
い
る


　

年
１
月
に

始
動
し
た
３
カ
年
中
期
経
営
計

画
で
は

ニ

チ
な
開
発
型
合

金
メ

カ

と
し
て
持
続
的
成

長
が
可
能
な
企
業
基
盤
の
構
築

を
図
り

創
立

周
年
に
向
け

て

質
の
高
い
１
０
０
億
円
企

業

を
目
指
す
と
い
う
旗
を
掲

げ
て
き
た

三
重
工
場
で
は
主

力
設
備
の
更
新
・
新
設
で
６
炉

４
電
源
体
制
を
構
築
す
る
一

方

月
商
の
４
倍
程
度
の
手
持

ち
現
預
金
を
持
ち

リ

マ
ン

シ


ク
級
の
荒
波
で
は
揺
る

が
な
い
堅
牢
な
財
務
体
質
を
築

い
て
き
た


　
創
立

周
年
を
迎
え
る

年

先
に
向
け
た
新
報
国
製
鉄
の
課

題
は
何
か

成
瀬
社
長
は
﹁
研

究
開
発
と
技
術
営
業
が
当
社
の

生
命
線
で
あ
り

半
導
体
・
液

晶
・
有
機
Ｅ
Ｌ
製
造
装
置
関
連

の
低
熱
膨
張
合
金
や
継
目
無
鋼

管
用
工
具
と
い
う
ベ

ス
商
品

に
磨
き
を
か
け
つ
つ

い
か
に

新
し
い
商
品
を
生
み
出
し

柱

を
増
や
す
か

現
中
期
計
画
で

も
端
緒
は
得
ら
れ
て
い
る
が


途
上
の
一
歩
手
前
に
い
る
段

階
﹂
と
い
う

低
熱
膨
張
合
金

で
は

宇
宙
空
間
で
使
わ
れ
る

よ
う
な
ゼ
ロ
イ
ン
バ

の
採
用

拡
大
は
将
来
の
楽
し
み
で
あ

り

そ
れ
よ
り
早
く
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
設
備
や
焼
却
設
備
で
使

わ
れ
る
塩
素
腐
食
に
強
い
耐
熱

・
耐
摩
耗
合
金
や
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

︵
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ


ク
︶
成
形
用
金
型
材
が
伸
び
つ

つ
あ
る

中
期
的
に
は
３
Ｄ
積

層
造
形
分
野
へ
の
進
出
も
視
野

に
入
れ
て
い
る


　
　
　
　
　
︵
谷
山
　
恵
三
︶

成　瀬　社　長
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